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徳島県バレーボール協会 
中学校専門部 
「バレー便り」 

２００８年 
春季 第２９号 

 
 

中学校専門部研修会の開催 
 
 現在、バレーボール界は大きな変換期を迎えています。それを、多くの方にその現状を知っていた
だき、これからの方向性を理解・協力してほしいと思っています。 
 そこで、平成１９年度第９回中学校専門部会において「研修会」の開催を決めました。日時や場所
については、第２日曜日の４月１３日です。午前中に６人制審判規則伝達会（四国大学）が行われる
ので、終了後で県教育会館で開催することになりました。この研修会において県中学校選手権大会の
抽選会を行い、各学校の代表が抽選をしてください。ただし、各先生方において都合で出席できない
方もいると思われますので、その場合は中学校内の代理の者が参加してください。 
 
 

Ｕ－１４クラブチャンピオン男子バレーボール大会 
 

JVA ・・・(財)日本バレーボール協会 
  

昨年、７月２６日（日）小松島中学校を会場に第１回大会を開催しました。１７チーム（Ａ・Ｂ
チームを含む）が参加し盛大に開催することができました。 

  
  この大会の目的は、 
１．小学生が中学生になっても引き続きバレーボール競技に親しんでもらう。 
２．中学校での男子バレー部が減少してバレー大会に参加したくても参加できない生徒を社会体育
での大会の開催することにより救済する。 

ことにあります。 
 
県内においても中学校にバレー部がないために最寄りの高校や中学校に出向き、練習の参加をして

いる男子生徒もいます。 
 本大会は中学校専門部だけでなく、小学生連盟との連携も図らなければなりません。「男子大会」
であるからといって男子バレー部顧問の先生だけの取り組みでは運営も十分できません。 
  開催要項をよんでいただき、多数のチーム参加をお願いします。 
平成２１年度より全国大会・ブロック大会を実施されます。そうなると、県大会の時点から「日体

協指導者資格」などのライセンスが必要になります。昨年度、徳島県で実施されました。今年度最寄
りの府県で開催されるのは「高知県」です。愛媛県・香川県も開催予定と聞いていますので、その県
体協・バレーボール協会へお問い合わせまたはホームページをご覧ください。 
 
 ※２０２０年から世界大会の開催の見込みです 
 
徳島県Ｕ－１４クラブバレーボール委員会 

登録の際の加入コード：323600920821  
 

 
全国ヤングクラブバレーボール交流大会への参加 

 
  平成１８年度２月の中学校専門部会で、「全中が終わっても毎年、全中に出場するチームがある徳
島県にするには！？」ということで議論されました。その結果、「中学２年生を対象にした徳島選抜
チームをつくってヤングバレー大会に出場する」ことになりました。昨年は、参加することができま
せんでしたが、今年度はそのようなことがないように、綿密に計画していこうと考えています。多く
の中学生が『ヤングバレートライアウト』に参加希望し、より優れた徳島選抜チームをつくり、それ
が経験となって今後の徳島県中学校バレーボール界を活性化させていきたいと思っています。 
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天皇杯・皇后杯全日本バレーボール徳島大会 
 

５月１８日（日）に開催します。［会場未定］ご希望がありましたら、下記へ問い合わせください。 

阿部 俊和（徳島県立総合教育センター） 

 

 

審判員資格の習得 
                                            
  最近では、監督をはじめコーチは審判資格を持つことが義務づけられている競技が増えています。 
徳島県中学校のある競技においても審判員資格をもたすことを義務づけています。 
  昨年度より、審判員資格を持っていただく主旨の文書と審判資格審査会の案内をしましたところ、
４月に行われたＪＶＡ認定Ｃ級審判員資格審査会、５月県内審判員資格審査会にはたくさんの参加を
していただき、昨年度バレー部顧問が審判資格持つ割合は約半数にもなりました。指導者としてルー
ルを知ることが競技力向上へとつながっていくことにもなります。 
「平成２０年度徳島県中学校新人バレーボール大会」より監督・コーチは審判資格を持つことを原則
になっていますので、審判資格を持つようお願いします。 
 

 
知っているつもり！？ 

 

（１） 競技規則について 
 

  開催要項には、【(財)日本バレーボール協会競技規則による】と記載されています。この「競
技規則」とは、(財)日本バレーボール協会が発行する「ルールブック」に掲載されている内容の

ことです。ただし、実際の大会運営には「競技規則」の他に、「競技要項（(財)日本バレーボー

ル協会）」や「日本中体連バレーボール競技部の認めている（または決めている）競技規則」が

適応されます。「競技規則」は、「小学生」「中学生」「高校生」「大学」「一般」等の各カテ

ゴリーにより異なります。コートの大きさ、ネットの高さ、ボールの大きさ、アタックラインに

ついてのルール、リベロの人数枠、 ゼッケンの大きさなどが代表的なものです。 

 また、「日本中体連バレーボール競技部の認めている（または決めている）競技規則」では、

ベンチへのセンス・内輪やぬいぐるみ等の持ち込みの禁止が決められています。当然、他のカテ

ゴリーの大会ではＯＫのことが、中学生の大会ではＮＧになることもあります。以前（約２０年

以上前でしょうか）は、試合の前後にコートへの入退場がありました。現在は、試合開始前に登

録選手全員が並び握手をし、試合終了後はコートに入っていた６人のみがエンドラインに並び握

手をすることになっていますが、日本中体連バレーボール専門部は、試合開始前も終了後も登録

選手全員が並んで握手をすることとしています。「(財)日本バレーボール協会競技規則」の内容

とは別に、日本中体連バレーボール競技部が認めている（または決めている）競技規則があると

いうことを、十分理解してください。 

 
（２） 得点板の位置について 

 
 得点板は「主審から見て見えやすい位置」がいいのでしょうか？「ベンチから見て見えやすい位置」
がいいのでしょうか？ 答えは、『どちらとも決まっていない』が正解です。徳島県の場合は「主審
から見て見えやすい位置」に設置する場合が多いのですが、全国的に多いのは「ベンチから見て見え
やすい位置」です。 

 

（３） 試合終了後のあいさつについて 
 

  試合終了後、相手ベンチに選手たちがあいさつをするということが当たり前となっています
が、しなければならないというルールはありません。あいさつをすることは大切なことですが、
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次の試合のチームにベンチやコートを速やかに空けることも重要なマナーです。 また、試合終

了後、主将は直ちに ＩＦ(記録審判員)のところへ行き、記録用紙の確認後、サインをしなけれ

ばなりません。次の試合がスムースに開始できるようにしましょう。 

 
 

大会におけるコート設営について 
 
  以前、コート設営をお願いしても知らんふりの監督・選手。コートもできていないのに練習をし始
める。そんな光景は少なくなりました。しかし、今でも一部の先生・生徒は一生懸命コート設営をし
ていることをわかっていながら、それまでは観客席に待機してコートができるのを待ってからフロア
にやってくる。コート設営をいつもよくしてくれる先生からクレームがあります。また、中学校の大
会であるのにもかかわらず、審判依頼（のみ）を依頼した徳島県バレーボール協会役員の方がせっせ
とコート設営する横で練習をしている選手、させている監督・コーチ。何も思わないのでしょうか？
中学校の大会は一般・実業団の大会と違い、教育の一環として行っています。中学校の大会は中学校
の者がつくり運営していくものではないでしょうか！？是非、先生も生徒も一緒にコート設営に参加
し、試合が終わったら一緒に片付け、ゴミ拾いをしてください。 
 
 

                         ラインジャッジについて 
 

（１） ラインジャッジのレベルアップを！ 
 
 全中徳島大会が開催されたとき、多くの方からラインジャッジについて高い評価をいただきまし
た。大会毎にお願いしていることは「しっかりしたラインジャッジ」ということですが、決してそう
ではありません。また、１セット毎に交代するチームもありますが、ラインジャッジは審判員です。
審判員が交代することはできません。各監督がもっと練習試合から気を配ってラインジャッジのレベ
ルアップになるよう練習させてください。ラインジャッジがしっかりしたジャッジができる秘訣は、
「ジャッジした後、『間違いない』と主審の方に目で伝える」ことです。 
 

（２） 第１試合のラインジャッジについて 
 
 平成１９年度第９回中学校専門部会で、競技委員会から「現在、第１試合のラインジャッジを第２
試合から２名ずつ出しているが、アップもう十分できないという意見があるので第３試合からだして
はどうか？」という意見がありました。そこで、今回の『平成２０年度徳島県中学校バレーボール選
手権大会』で【大会初日・２日目は第３試合からラインジャッジ２名ずつだす。最終日は第２試合か
らインジャッジ２名ずつだす。】ことを試行し、その後の中学校専門部会で継続するか、しないかを
決定します。間違わないようにしてください。 
 
 

会場について 
 

（１）トラブルについて 
 
  開催要項の「その他」の事項に必ず、ゴミの片付けについて明記してあります。しかし、ゴミを

そのままにしてあったり、ゴミを床や会場敷地内の植え込みなどにわからないように捨てていたり

して、大会終了後、会場からクレームの連絡があったりしています。このように、一部の人の行為

によって、会場へ多大な迷惑をかけていることを、再度、保護者の方を含めて連絡してください。 
 さらに、もっと困っていることは駐車場の問題です。昨年の県中学校総体会場のサンフラワー

ドーム北島において、管理者のご厚意によりグランドを駐車場として提供していただいたにも関

わらず、わがまま勝手に駐車し車の移動ができなくなったり、なかには管理者に対して暴言を吐

くような非常識な人もいました。我々にも駐車場に対する認識の甘さもあったことは確かです。

そこで、急遽、駐車場係を設け、炎天下のなか駐車場の管理をしました。また、ある競技の大会
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（会場：鳴門・大塚スポーツパーク）で応援に来た保護者と思われる人と大塚製薬との間で駐車

場のトラブルが発生し、その結果、県中体連に対して大塚製薬は駐車場の提供をしなくなりまし

た。今年度、県中総体・四国中総体においては郡市別に駐車場係を決めトラブルのないようにし

ていく予定です。  
 

（２）試合会場について 
 

平成２０年２月に大会開催会場について各中学校にアンケートをお願いし、その結果をもと

に、平成１９年度第９回中学校専門部会で協議しました。 

 その結果、平成２１年度の会場としては、 

 ・ 西部は『高速道路沿いで、脇町まで』とする。ただし、試合をするチームの地理的配慮を

する必要がある。 

  ・ 南部は『阿南市スポーツセンターまで』とする。新野中学校(旧阿南市民体育館)は駐車場

やコート設営上、県大会を開催するには好ましくない。 

ということにまとまりました。 

 
 

ホームページ開設 
 
 『全中バレー徳島大会』では、今まで全中で行われなかったことを初めてやったことが３項目あり
ます。その１つに【ホームページから申込用紙をダウンロードできる】ことです。たった２年の経過
ですが「当たり前のようで当たり前でない」時代（とき）から「当たり前」の時代となっています。
開催要項・申込用紙のホームページへの貼付により、コスト削減と封筒に文書を入れる大変な手間も
省くことができます。県中選手権大会は、郵送させていただきましたが「平成２０年度徳島県中学校
新人バレーボール大会」より、ホームページ掲載による大会案内とさせていただきます。なお、ホー
プページが開かない学校については連絡をください。また、【重要な文書】や【個人宛の文書】につ
いては従来通りとさせていただきます。 
       県中選手権大会の掲載時期：３月下旬～４月１日まで 
     県中新人大会の掲載時期：大会初日より１ヶ月前を目安とする 
     その他の掲載時期：その都度ホームページをみてください 
     【徳島県バレーボール中学校専門部】  http://tokushimajhsvb.com/default.aspx 
          「ヤフー！」「グーグル」ともに上記名称から検索することができます。   
          ※ ホームページが開かない学校は高橋まで連絡ください。 
 
    【徳島県バレーボール協会】 http://www.tokuspo.net/as/tokushimaken_volley_kyokai/ 

 
徳島県バレーボール協会［チーム登録］への登録 

 
県協会への登録申込は４月１３日、中学校専門部研修会で受付します。（各学校３，０００円） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 


